
全員参加の生産保全ＴＰＭ
提
唱
か
ら
４
０
年

　
全
員
参
加
に
よ
る
生
産
保
全
「
Ｔ
Ｐ
Ｍ

ト
ー
タ
ル
・
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

」
が
提
唱
さ
れ
て
か

ら
今
年
で

年
に
な
る
。
全
社
的
な
生
産
革
新
活
動
を
通
じ
、
現
場
力
の
向
上
や
従
業
員
の
意
識
改
革
を
促
す
こ
の
活

動
。
１
９
７
０
年
代
の
開
始
当
初
こ
そ
、
自
動
車
関
連
を
中
心
と
す
る
加
工
組
立
産
業
が
活
動
の
主
体
だ
っ
た
が
、
い

ま
や
取
り
組
み
業
種
は
製
造
業
全
般
に
及
び
、
産
業
界
に
広
く
定
着
し
て
い
る
。

年
の
歩
み
は
、
現
場
力
を
通
じ
て

経
済
情
勢
や
産
業
構
造
の
変
化
に
立
ち
向
か
っ
て
き
た
日
本
企
業
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
こ

と
で
、
日
本
が
こ
れ
か
ら
も
産
業
立
国
と
し
て
輝
き
を
放
ち
続
け
る
た
め
、
進
む
べ
き
針
路
が
見
え
て
く
る
。
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活動は製造業全般に拡大環境変化に対応する体質つくる現
場
の
知
恵
共
有
「
か
ら
く
り
改
善
く
ふ
う
展
」

目
標
に
至
る
道
し
る
べ
で
励
み
Ｔ
Ｐ
Ｍ
賞

最
上
位
賞
に
寿
精
版
印
刷
、
新
神
戸
電
機
２
０
１
１
年
度
Ｔ
Ｐ
Ｍ
賞

日本プラントメンテナンス協会会長磯谷智生氏
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Ｔ
Ｐ
Ｍ
を
展
開
す
る
企
業

に
と
っ
て
、
目
標
に
至
る
道

し
る
べ
で
あ
り
励
み
と
な
る

の
が
Ｔ
Ｐ
Ｍ
賞
だ
。
Ｔ
Ｐ
Ｍ

手
法
を
取
り
入
れ
て
成
果
を

上
げ
て
い
る
国
内
外
の
事
業

場
や
設
備
管
理
技
術
の
発
展

に
寄
与
す
る
論
文
や
商
品
を

表
彰
す
る
も
の
で
、
五
つ
の

賞
が
制
定
。
中
心
と
な
る

Ｔ
Ｐ
Ｍ
優
秀
事
業
場
賞
で

は
、

年
か
ら
２
０
１
０
年

ま
で
の
累
計
で
２
７
７
２
事

業
場
が
表
彰
さ
れ
て
き
た
。

　
「
Ｔ
Ｐ
Ｍ
優
秀
賞
」
の
特

徴
は
、
取
り
組
み
段
階
に
応

じ
さ
ま
ざ
ま
な
カ
テ
ゴ
リ
ー

が
設
け
ら
れ
て
い
る
点
だ
。

Ｔ
Ｐ
Ｍ
は
、
あ
る
時
点
で
活

動
が
完
了
す
る
の
で
は
な

く
、
永
続
的
な
取
り
組
み
に

よ
っ
て
成
果
が
期
待
で
き

る
。
こ
の
た
め
、
事
業
場
を

対
象
と
す
る
「
優
秀
賞
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ

ご
と
の
推
進
レ
ベ
ル
を
評
価

す
る
。
ま
た
、
日
本
企
業
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
海

外
に
も
Ｔ
Ｐ
Ｍ
活
動
が
拡
大

し
て
い
る
の
も
近
年
の
傾
向

だ
。
現
地
進
出
の
日
系
企
業

が
Ｔ
Ｐ
Ｍ
を
導
入
す
る
ケ
ー

ス
は
も
と
よ
り
、
日
本
の
代

表
的
管
理
手
法
の
一
つ
と
し

て
、
海
外
企
業
か
ら
の
要
請

も
増
え
て
い
る
と
い
う
。
同

協
会
で
は
海
外
に
お
け
る
審

査
体
制
の
確
立
な
ど
、
国
際

的
な
Ｔ
Ｐ
Ｍ
普
及
に
力
を
注

い
で
い
る
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｍ
優
秀
賞
の
「
Ｔ
Ｐ

Ｍ
ア
ド
バ
ン
ス
ト
特
別
賞
」

は
、
寿
精
版
印
刷
関
西
地
区

大
阪
府
と
新
神
戸
電
機
の

３
事
業
所

埼
玉
県
、三
重

県
、滋
賀
県
が
受
賞
。
「
Ｔ

Ｐ
Ｍ
特
別
賞
」
は
コ
ニ
カ
ミ

ノ
ル
タ
サ
プ
ラ
イ
ズ

山
梨

県

と
日
立
造
船
有
明
工
場

熊
本
県

が
受
賞
し
た
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｍ
賞
受
賞
企
業
か
ら

は
、
取
り
組
み
業
種
の
拡
大

や
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の
水
平

展
開
な
ど
例
年
、
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
み
ら
れ
る

が
、
今
回
の
特
徴
は
、
現
場

発
の
Ｔ
Ｐ
Ｍ
を
営
業
活
動
の

強
化
に
結
び
つ
け
た
企
業
事

例
が
み
ら
れ
る
こ
と
だ
。
寿

精
版
印
刷
は
、
顧
客
企
業
が

新
し
い
設
備
を
導
入
す
る
際

に
は
、
初
期
立
ち
上
げ
に
協

力
し
て
差
別
化
を
図
っ
た
。

生
産
現
場
の
み
な
ら
ず
、
営

業
活
動
の
最
前
線
に
お
い
て

も
Ｔ
Ｐ
Ｍ
手
法
が
有
効
と
い

う
事
実
が
改
め
て
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。

　
現
場
発
の
改
革
―
。
端
的

に
象
徴
す
る
活
動
の
一
つ

が
、
現
場
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

発
想
か
ら
生
ま
れ
る
「
か
ら

く
り
改
善
」
で
あ
る
。
投
資

に
頼
ら
ず
、
知
恵
を
出
し
合

う
こ
と
で
実
現
で
き
る
「
手

作
り
改
善
」
の
ア
イ
デ
ア

を
、
多
く
の
企
業
に
共
有
し

て
も
ら
う
た
め
、
日
本
プ
ラ

ン
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
で

は
「
か
ら
く
り
改
善
く
ふ
う

展
」
を

年
３
月
に
中
部
支

部
で
初
め
て
開
催
し
た
。
そ

の
後
は
中
部
支
部
と
東
京
の

本
部
で
隔
年
開
催
。
各
社
の

改
善
事
例
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得

て
、
自
社
設
備
を
改
良
す
る

来
場
者
も
少
な
く
な
い
と
い

う
。
今
年

月
上
旬
に
開
催

さ
れ
た

年
度
の
「
く
ふ
う

展
」
に
は
国
内
外
か
ら
５
３

４
１
人
が
参
加
。
国
内
に
お

け
る
大
型
投
資
が
減
少
す
る

な
か
、
「
か
ら
く
り
改
善
を

活
用
し
て
新
規
の
設
備
投
資

額
を
抑
制
し
た
り
、
現
有
設

備
を
い
か
に
価
値
あ
る
も
の

に
し
て
い
く
か
。
各
社
が
関

心
を
寄
せ
て
い
る
表
れ
で
し

ょ
う
」
と
同
協
会
の
鈴
置
智

専
務
理
事
は
分
析
す
る
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｍ
は
、
米
国
の
生
産

保
全

Ｐ
Ｍ

プ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を

ベ
ー
ス
に
、
日
本
プ
ラ
ン
ト

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
が
編
み

出
し
た
独
自
手
法
。
高
度
経

済
成
長
ま
っ
た
だ
中
の
１
９

７
１
年
、
日
本
電
装

現
デ

ン
ソ
ー

が
推
進
し
た
Ｐ
Ｍ

活
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
同

協
会
の
前
身
で
あ
る
日
本
プ

ラ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
協
会
に

よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
。
設
備

効
率
を
高
め
る
た
め
、
保
全

部
門
だ
け
で
な
く
運
転
部
門

も
含
め
て
全
員
で
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
効
率
的
に
行
う
手
法

と
し
て
開
発
さ
れ
た
。
そ
の

理
念
に
基
づ
き
、
創
生
期
の

Ｔ
Ｐ
Ｍ
は
、
生
産
設
備
を
対

象
と
し
た
改
善
活
動
の
取
り

組
み
が
中
心
。
故
障
や
段
取

り
替
え
な
ど
設
備
効
率
の
阻

害
要
因
と
な
る
ロ
ス
を
い
か

に
排
除
す
る
か
に
主
眼
が
置

か
れ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
設
備
効
率
を
極

限
ま
で
高
め
る
に
は
、
設
備

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
に

目
配
り
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
問
題
意
識
の
も
と
、
稼
働

設
備
だ
け
で
な
く
、
設
備
の

計
画
段
階
か
ら
設
計
、
運

転
、
保
全
に
至
る
全
て
の
段

階
で
効
率
化
を
追
求
す
る
活

動
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。

　
時
代
の
変
化
や
現
場
の
実

情
に
応
じ
て
活
動
内
容
を
進

化
、
発
展
さ
せ
て
き
た
Ｔ
Ｐ

Ｍ
だ
が
、
近
年
の
大
き
な
転

換
点
は
、
プ
ラ
ザ
合
意
以
降

の
日
本
企
業
を
取
り
巻
く
環

境
激
変
だ
。
地
道
に
積
み
上

げ
た
事
業
利
益
が
一
気
に
吹

き
飛
ば
さ
れ
る
円
高
や
新
興

国
と
の
競
争
激
化
、
厳
し
い

コ
ス
ト
削
減
や
納
期
短
縮
、

品
質
要
求
に
、
各
社
が
悲
鳴

を
あ
げ
る
な
か
、
収
益
力
向

上
へ
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
の

が
Ｔ
Ｐ
Ｍ
で
あ
っ
た
。
「
故

障
ゼ
ロ
、
不
良
ゼ
ロ
」
に
よ

り
設
備
効
率
を
追
求
す
る
発

想
を
生
産
部
門
だ
け
に
と
ど

め
る
の
で
は
な
く
、
開
発
、

設
計
、
営
業
、
管
理
部
門
と

い
っ
た
企
業
活
動
全
般
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、
収

益
体
質
強
化
に
つ
な
げ
た
。

　

年
、
日
本
プ
ラ
ン
ト
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｍ
定
義
の
抜
本
改
定
に
踏
み

切
る
。
設
備
を
中
心
と
し
た

活
動
を
柱
と
し
な
が
ら
も
、

新
Ｔ
Ｐ
Ｍ
は
「
生
産
シ
ス
テ

ム
の
効
率
化
を
極
限
追
求
す

る
企
業
体
質
づ
く
り
を
目
標

に
、
生
産
シ
ス
テ
ム
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
対
象
と

し
た
災
害
ゼ
ロ
、
不
良
ゼ

ロ
、
故
障
ゼ
ロ
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
ロ
ス
を
未
然
防
止
す
る

仕
組
み
を
現
場
現
物
で
構

築
」
と
定
義
。
さ
ら
に
仕
組

み
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、

「
あ
ら
ゆ
る
部
門
に
わ
た
っ

て
ト
ッ
プ
か
ら
第
一
線
従
業

員
に
い
た
る
ま
で
全
員
が
参

加
し
、
重
複
小
集
団
活
動
に

よ
り
、
ロ
ス
・
ゼ
ロ
を
達
成

す
る
こ
と
」
と
明
記
し
た
。

す
な
わ
ち
、
現
場
は
設
備
の

観
点
で
経
営
に
貢
献
、
一
方

の
経
営
ト
ッ
プ
は
現
場
が
日

々
改
善
に
取
り
組
み
、
成
果

を
発
揮
で
き
る
企
業
風
土
づ

く
り
に
尽
力
す
る
。
経
営
ト

ッ
プ
と
現
場
、
双
方
の
改
革

意
識
が
両
輪
と
な
っ
て
企
業

成
長
の
原
動
力
と
な
る
。

か
ら
く
り
改
善
く

ふ
う
展
で
、
熱
心

に
説
明
を
聞
く
来

場
者

　
Ｔ
Ｐ
Ｍ
誕
生
か
ら

年
。

豊
田
自
動
織
機
顧
問

元
社

長

で
日
本
プ
ラ
ン
ト
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
協
会
の
磯
谷
智
生

会
長
は
「
管
理
の
基
本
的
な

考
え
方
を
確
立
し
、
そ
れ
を

標
準
化
す
る
こ
と
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
企
業
に
展
開
す
る
役

割
は
ひ
と
ま
ず
果
た
せ
た
」

と
振
り
返
る
。
一
方
で
、
日

本
企
業
は
い
ま
、
再
び
国
内

外
の
変
化
の
荒
波
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

寸
断
の
痛
手
か
ら
、
よ
う
や

く
立
ち
直
り
つ
つ
あ
る
と
こ

ろ
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
タ

イ
の
洪
水
被
害
。
欧
州
発
の

経
済
危
機
や
国
内
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
も
く
す
ぶ

っ
て
い
る
。
そ
し
て
産
業
空

洞
化
へ
の
懸
念
は
強
ま
る
ば

か
り
だ
。

　
激
動
の
時
代
に
Ｔ
Ｐ
Ｍ
が

果
た
す
役
割
と
は
―
。
磯
谷

会
長
は
Ｔ
Ｐ
Ｍ
の
管
理
手
法

を
企
業
が
深
掘
り
し
、
「
常

識
を
越
え
た
高
い
目
標
へ
挑

戦
し
続
け
る
こ
と
が
、
日
本

企
業
が
生
き
残
る
道
」
と
展

望
す
る
。

　
同
協
会
で
は
、
企
業
単
独

で
は
困
難
な
技
術
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
研
究
開
発
に

も
積
極
的
に
取
り
組
む
。

年
度
の
主
な
テ
ー
マ
は
「
装

置
型
高
経
年
設
備
の
保
全
研

究
」
や
「
Ｔ
Ｐ
Ｍ
展
開
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
刷
新
」
「
製
造
設

備
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
」

な
ど
。
業
界
や
企
業
の
枠
を

超
え
て
進
め
ら
れ
る
こ
れ
ら

研
究
の
成
果
は
、
時
代
の
変

化
に
対
応
す
る
製
造
プ
ラ
ン

ト
の
新
た
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

技
術
や
生
産
保
全
技
術
と
し

て
標
準
化
さ
れ
、
産
業
界
に

広
く
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。


